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Sun Fire 6800/4810/4800/3800 
システムファームウェア 5.13.0 
ご使用にあたって

このマニュアルでは、Sun Fire™ 3800 および 4800、4810、6800 サーバーのファーム
ウェアバージョン 5.13.0 に関する最新情報と新しい機能および変更された機能につい
て説明します。説明する事項は、次のとおりです。

� 新しい機能

� システムコントローラコマンドの変更

� 新しいコマンド

� 変更されたコマンド

� 一般的な情報

� Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムの既知の制限

新しい機能
ファームウェアバージョン 5.13.0 で新しく追加された機能を次に示します。

� システムコントローラ (SC) フェイルオーバー

メイン SC およびスペア SC が装備され、ファームウェアバージョン 5.13.0 がイン
ストールされている Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムでは、デフォルトで 
SC フェイルオーバーを使用できます。この高可用性システム構成では、一方のシ
ステムコントローラがすべてのシステム資源を管理する「メイン」SC として動作
します。もう一方のシステムコントローラが、「スペア」として動作します。
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何らかの状況によりメイン SC に障害が発生すると、SC フェイルオーバーが使用
可能な場合は、メイン SC からスペア SC への処理の引き継ぎ (フェイルオーバー) 
がオペレータの介入なしに自動的に実行されます。スペア SC は、メイン SC の役
割を引き継ぎ、SC のすべての作業を継続します。

また、一方のシステムコントローラからもう一方のシステムコントローラへの強
制的なフェイルオーバーを手動で行うこともできます。自動および手動フェイル
オーバーについては、『Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムプラットフォー
ム管理ガイド』を参照してください。

� 保守プロバイダが使用するために改良されたシステム診断

Sun Fire 6800/4810/4800/3800 サーバーでは、重要なシステムコンポーネントの
実行中の履歴を自動的に取得できるようになりました。この履歴情報には、コン
ポーネントの取り付けおよび電源、温度、パリティーエラーなどに関するデータ
が含まれます。保守プロバイダは、この情報を使用して、診断時およびサポート
時にハードウェアの動向を追跡することができます。

� ファームウェアの互換性

5.12.x のファームウェアがインストールされたシステムボードは、ファームウェア
バージョン 5.13.0 と互換性があります。使用しているボードのファームウェアの
互換性は、showboards -p version -v コマンドを使用して確認できます。 

コマンドで表示される情報から、各ボードのファームウェアがシステムコント
ローラで動作している ScApp のバージョンと互換性があるかどうかがわかりま
す。ファームウェアの互換性の確認方法については、ファームウェア 5.13.0 に付
属する Install.info ファイルおよび『Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システム
コントローラコマンドリファレンスマニュアル』の showboards コマンドに関す
る説明を参照してください。

システムの管理を簡単にするには、すべてのシステムボードのファームウェアを
同じバージョンに更新し、ドメインではできるだけ速やかに新しいバージョンの
ファームウェアを動作させることをお勧めします。ドメインのファームウェア
は、setkeyswitch off および setkeyswitch on を実行することによって動
作します。システムファームウェアの更新については、ファームウェアに付属す
る Install.info ファイルを参照してください。

システムコントローラコマンドの変更
ファームウェアバージョン 5.13.0 では、次に示すシステムコントローラコマンドが新
たに追加および変更されました。これらのコマンドの詳細は、『Sun Fire 
6800/4810/4800/3800 システムコントローラコマンドリファレンスマニュアル』の
コマンドの説明を参照してください。



Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムファームウェア 5.13.0 ご使用にあたって 3

新しいコマンド

setfailover SC フェイルオーバーの状態を制御する

showfailover SC フェイルオーバーの状態を表示する

変更されたコマンド

次の表に、バージョン 5.13.0 で変更されたシステムコントローラコマンドの概要を示
します。

表 1 システムコントローラコマンドまたは動作の変更

コマンド 変更点

password 冗長システムコントローラ構成で、ファームウェアバージョン 5.13.0 
が動作している場合は、メイン SC のプラットフォームシェルのパス
ワードが、スペア SC のパスワードにもなることに注意してくださ

い。

setupdomain 次のパラメタが変更されました。

• Trap Hosts
ドメインの SNMP (Simple Network Management Protocol) 
トラップホストの名前または IP アドレスを指定できます。SNMP 
エージェントは、SNMP のデフォルトのポート番号 (162) のト
ラップホストにトラップを送信します。デフォルトのポート番号

のほかに、任意の異なるポート番号を使用できます。トラップホ
ストは、host[:port] の形式で指定します。

• reboot-on-error
デフォルトの設定は true です。この場合、システムコントロー
ラがハードウェアのエラーを検出すると、ドメインが再起動され

ます。このパラメタが false に設定されている場合、システムコ
ントローラがハードウェアのエラーを検出すると、ドメインは一

時停止します。ドメインの自動再起動については、5 ページの「一
般的な情報」を参照してください。

• error-policy
この新しいパラメタのデフォルト値は、diagnose です。この場
合、ドメインのコンポーネントに問題が発生すると、診断メッ

セージが表示されます。もう 1 つのパラメタ値である display に
設定すると、診断メッセージが表示および報告、記録されます。



4 Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムソフトウェアご使用にあたって • 2002 年 6 月

setupplatform 次のパラメタが変更または追加されました。

• セキュリティーに関する新しいパラメタ

Enable telnet servers パラメタは、システムコントローラへ
の telnet アクセスを制御します。Idle connection timeout 
パラメタは、システムコントローラへの telnet またはシリアル
ポート接続がアイドル状態になった場合のタイムアウト時間を制

御します。

• SNTP に関する新しいパラメタ
SNTP server パラメタは、SNTP (Simple Network Time 
Protocol) サーバーを指定します。SNTP サーバーは、各システム
コントローラによって管理されるローカルのシステムクロック間

のずれ (相違) を自動的に追跡し修正します。

• SNMP に関する変更されたパラメタ
Trap host パラメタは、SNMP トラップホストの名前または IP 
アドレスを指定します。

• SC フェイルオーバーに関する新しいパラメタ
Enable SC failover パラメタは、SC フェイルオーバーを再び

使用可能にします。Logical Hostname or IP Address パラ
メタは、動作中のメイン SC を指定します。

showboards 次の情報が新たに表示されるようになりました。

• SC ボードの状態 (Main または Spare)
• showboards -p version -v による、各ボードのファームウェ

アの互換性に関する情報

showdomain setupdomain コマンドで設定されたパラメタ値が表示されます。次
のパラメタが、新しく追加または変更されました。

• Trap Hosts

• reboot on error

• error-policy

showplatform setupplatform コマンドで設定されたパラメタ値が表示されます。

次のパラメタが、新しく追加または変更されました。

• SNTP server

• Trap Hosts

• Enable SC failover

• Logical Hostname or IP address

• Enable telnet servers

• Idle connection timeout

showresetstate showresetstate -v -f URL を実行すると、指定した URL にド

メインの CPU レジスタの概要が書き込まれます。保守プロバイダ
は、この情報を使用して、障害および問題を分析することができま

す。

showsc SC フェイルオーバーおよびクロックフェイルオーバーの状態を表示

します。

表 1 システムコントローラコマンドまたは動作の変更 (続き)

コマンド 変更点
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一般的な情報

ファームウェアのアップグレードおよびダウング
レード

バージョン 5.11.x または 5.12.x のファームウェアをバージョン 5.13.0 にアップグ
レードする方法については、ファームウェア 5.13.0 に付属する Install.info ファ
イルを参照してください。また、このファイルには、バージョン 5.13.0 のファーム
ウェアをバージョン 5.11.x または 5.12.x にダウングレードする手順についても記述
されています。ファームウェアをダウングレードする場合、ダウングレードの手順に
シャーシの電源の再投入が含まれていることに注意してください。

注意 – 冗長システムコントローラ構成の場合は、Install.info ファイルの記述に
従って、まずスペア SC のファームウェアをバージョン 5.13.0 にアップグレードして
から、メイン SC のファームウェアをアップグレードしてください。

ネットワークスイッチに接続されているシステム
コントローラのファームウェアのアップグレード

スパニングツリープロトコル (STP) が使用できるネットワークスイッチにシステムコ
ントローラが接続されている場合、このシステムコントローラのファームウェアを
バージョン 5.11.x または 5.12.x から 5.13.0 にアップグレードするには、まず、シス
テムコントローラとネットワークスイッチの間に一時的なハブを設定する必要があり
ます。その後、flashupdate コマンドを実行してファームウェアをアップグレード
してください。

ハブを設定したら、Install.info ファイルの記述に従って、適切なアップグレー
ド手順を実行します。ただし、メイン SC をアップグレードする場合は、ファイルに
記述されている手順ではなく、次の手順を行います。

1. メイン SC の ScApp および RTOS を更新します。

URL には、5.13.0 のフラッシュイメージが含まれているディレクトリへの URL を
指定します。

schostname:SC> flashupdate -f URL scapp rtos
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2. メイン SC で ScApp および RTOS がアップグレードされたことを確認します。 

showsc コマンドの出力には、ScApp のバージョンが 5.13.0、RTOS のバージョン
が 23 と表示される必要があります。

3. システムボードを更新します。 

次のように指定します。

URL には、5.13.0 のフラッシュイメージが含まれているディレクトリへの URL を
指定します。

system_boards には、CPU/メモリーボードおよび I/O アセンブリをすべて指定し
ます。

ファームウェアのアップグレードが完了したら、ハブを取り外します。ハブについて
は、ご購入先にお問い合わせください。

ドメインの自動再起動

setupdomain コマンドの reboot-on-error パラメタのデフォルト値は、true に
設定されています。システムによってドメインのハードウェアエラーが検出される
と、次の処理が行われます。

� 重大なハードウェアエラーが発生したことを示すメッセージの表示

� ドメインの自動再起動

エラーによるドメインの自動再起動は、最大 3 回まで行われます。3 回目のエラーに
よる再起動のあとは、ドメインは一時停止し、エラーによる再起動は行われません。
また、ドメインのパニックによるエラーが発生しても、このエラーによる自動再起動
は行われません。ドメインでハードウェアエラーが発生した場合は、手動でドメイン
を再起動せずに、解決に役立つ情報をご購入先に問い合わせてください

reboot-on-error パラメタが false に設定されている場合、ハードウェアエラー
が検出されると、ドメインは一時停止します。その後、ドメインを手動で再起動 
(setkeyswitch off および setkeyswitch on を実行) する必要があります。

schostname:SC> showsc

schostname:SC> flashupdate -f URL system_boards
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SC フェイルオーバー後のクロック信号の確認

SC フェイルオーバーが発生し、システムコントローラのホットプラグ (電源が切断さ
れたシステムコントローラを取り外し、交換用システムコントローラを挿入する) が
必要な場合、システムボードへのクロック信号が新しいメイン SC から発信されてい
ることを確認してください。クロック信号の発信元を確認するには、
showboard -p clock コマンドを使用します。

Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システム
の既知の制限

S_taskLib_NAME_NOT_FOUND が表示され、
DHCP に失敗する (バグ ID 4628965)
flashupdate を実行して、システムコントローラのファームウェアをバージョン 
5.13.0 から 5.12.6 にダウングレードすると、flashupdate 操作が取り消され、次の
メッセージが表示されます。

dhcpcBind() failed: S_taskLib_NAME_NOT_FOUND

回避策 : 

1. setupplatform コマンドを実行して、Network settings パラメタを static 
に変更します。

2. システムコントローラを再起動します。

3. flashupdate を実行して、システムコントローラのファームウェアをダウング
レードします。

4. setupplatform コマンドを実行して、Network settings パラメタを DHCP に
変更します。
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古いパスワードを消去したあとに、セキュリ
ティーパスワードの設定に失敗する
(バグ ID 4633060)
OBP のセキュリティーパスワードを設定するために次の手順を行うと、このバグが
発生します。

1. パスワードおよびセキュリティーモードを設定します。

2. ドメインをリセットします。

3. setenv を使用して、セキュリティーパスワードを変更または消去します。

4. セキュリティーパスワードを、手順 1 で設定した以前のパスワードに変更しま
す。

回避策 : セキュリティーパスワードを消去したら、以前使用していたパスワードとは
別の新しいセキュリティーパスワードを指定します。

正しい構成に対して RTOS がエラーメッセージを
表示する (バグ ID 4635885)
デフォルトのルートサーバーまたは DNS サーバー (またはその両方) が構成されてい
ないと、問題が発生しているように解釈できる次のメッセージが RTOS プロンプトに
表示されます。

Invalid default route ("0.0.0.0"); ignoring

回避策 : このメッセージは無視してください。

システムコントローラの POST 診断で RIO 
Ethernet テストに失敗すると、システムコント
ローラの再起動が無限に繰り返される
(バグ ID 4644974)
回避策 : システムコントローラの POST 実行中に、スペースバーを押して POST メ
ニューを表示し、オプション「0」を選択して システムコントローラの RTOS に戻り
ます。オプション「0」を選択すると、POST が省略されます。
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showplatform で出力されるドメインの状態が正
しくない (バグ ID 4647377)
パニックによってドメインが OBP 状態になっても、showplatform の出力では、ド
メインで Solaris オペレーティング環境が動作していると示されます。

回避策 : ありません。

I/O アセンブリに対する disablecomponent 
は、完全にはサポートされていない
(バグ ID 4651114)
disablecomponent コマンドを使用して、I/O アセンブリのポート 0 を使用不可に
すると、ボード全体が使用不可になり、ボードのすべてのコンポーネントがドメイン
で使用できなくなります。ただし、I/O アセンブリのポート 1 だけを使用不可にする
ことは可能です。

回避策 : カードが装着されている個々のスロットを使用不可にします。 

メイン SC およびスペア SC をアップグレード/ダ
ウングレードすると、NVCI が同期化されない 
(バグ ID 4653120)
メイン SC およびスペア SC のファームウェアをバージョン 5.13.0 にアップグレード
したあとで、バージョン 5.12.x または 5.11.x にダウングレードし、再び 5.13.0 に
アップグレードした場合、スペア SC の構成は有効ですが、メイン SC の構成は無効
になります。

回避策 : システムコントローラのファームウェアをバージョン 5.13.0 から 5.11.x また
は 5.12.x にダウングレードして、その後ファームウェアを 5.13.0 にアップグレード
する場合は、5.13.0 にアップグレードしたあとでシャーシの電源を入れ直す必要があ
ります。各ドメインのキースイッチをオンにする前に、電源を入れ直してください。
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setfailover on コマンドで、フェイルオーバー
の状態が enable but not active と表示される場合
がある (バグ ID 4656519)
回避策 : 次の手順を行います。

1. メイン SC またはスペア SC で、setfailover off を実行します。

2. メイン SC およびスペア SC の両方で、フェイルオーバーが使用不可になっている
ことを示すメッセージを探します。showfailover コマンドを実行して、フェイ
ルオーバーの状態を確認します。

3. メイン SC またはスペア SC で、setfailover on を実行します。

4. メイン SC およびスペア SC の両方で、フェイルオーバーが使用可能で動作してい
ることを示すメッセージを探します。showfailover コマンドを実行して、フェ
イルオーバーの状態を確認します。

FrameManager の接続が断続的に切断される 
(バグ ID 4656908)
システムコントローラで FrameManager への接続が失われる場合があります。
showplatform コマンドで報告される、ラックのファントレーおよび冗長転送ユ
ニット (RTU) の状態が、適切に更新されていない可能性があります。

回避策 : システムコントローラを再起動して、状態を更新してください。

リセットおよび SC フェイルオーバーが同時に行
われると、SC フェイルオーバー後にシステムコ
ントローラがハングアップする (バグ ID 4662431)
回避策 : SC フェイルオーバーが発生したら、ドメインのリセットや、
setkeyswitch 操作を行わないでください。showfailover コマンド以外のシステ
ムコントローラコマンドは実行しないでください。
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5.13.0 のボードを 5.12.6 のドメインに動的再構成 
(DR) すると、(reboot コマンドによる) 再起動に
失敗する (バグ ID 4673352)
動的再構成 (DR) によって、5.13.0 ファームウェアが動作しているシステムボードを 
5.12.6 ファームウェアが動作しているドメインに追加すると、ドメインの (reboot 
コマンドによる) 再起動が失敗します。

回避策 : 次のいずれかを行います。

� DR を使用してボードをドメインに追加したあとで、setkeyswitch off および 
setkeyswitch on を実行してドメインを再起動します。ドメインを (reboot コ
マンドによって) 再起動しないでください。

� システムボードのファームウェアを 5.12.6 にダウングレードし (ファームウェアの
ダウングレード方法については、Install.info ファイルを参照)、その後 DR を
使用してボードをドメインに追加します。setkeyswitch off および 
setkeyswitch on を実行して、ドメインを再起動します。

フェイルオーバー後に、新しいメイン SC へのク
ロックの切り換えに時間がかかる
(バグ ID 4676081)
SC フェイルオーバーが発生すると、新しいメイン SC へのクロックの切り換えに 10 
分以上かかることがあります。

回避策 : クロックを新しいメイン SC に切り替えるには、新しいスペア SC の電源を
切り、再び入れます。障害の発生したシステムコントローラの電源を切ったときに、
クロック位相が合っていないためシステムコントローラを安全に取り外せないことを
示すメッセージが表示された場合は、システムの停止時間を計画して、障害の発生し
たシステムコントローラを取り外します。

フェイルオーバー後に、新しいスペア SC のフェ
イルオーバーの状態が enable but not active と表
示される (バグ ID 4678108)
SC フェイルオーバーが発生すると、新しいスペア SC の状態が enable but not active 
と表示される場合があります。この場合、SC フェイルオーバーは使用不可と表示さ
れる必要があります。フェイルオーバー後は、メイン SC およびスペア SC の両方
で、フェイルオーバーは使用不可と表示されるはずです。
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回避策 : スペア SC で、setfailover off を実行します。スペア SC では、フェイ
ルオーバーの状態が使用不可と表示されます。 

ScApp が電源装置に電力が供給されていないと示
す場合にも、電源装置の LED が点灯する 
(バグ ID 4678341)
showboards コマンドの出力によって、システムコントローラが電源装置に電力が
供給されていないことを示している場合にも、電源装置の LED は装置に電力が供給
されていると示します。

回避策 : 電源装置の LED が緑色に点灯 (電源が供給されていることを示す) していて
も、電源装置の電源を切って装置を取り外してから、再び取り付けてください。ただ
し、通常の状況でコンポーネントの LED が緑色に点灯している場合は、システムか
らコンポーネントを取り外さないでください。

RFE (機能拡張要求)

自動 setkeyswitch off のあとに、システムコ
ントローラがハングアップする (RFE 4454599) 
システムコントローラの手動リセットには、影響がありません。

回避策 : 次の手順を行います。

1. ネットワーク接続 (telnet、rlogin など) を介して、動作中の各ドメインに接続
します。

2. 可能な場合は、ドメインを停止します。 

3. Sun Fire システムの電源を切り、再び電源を入れます。
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システムボードが POST に失敗しても、ボードの 
LED 障害インジケータが点灯しない 
(RFE 4454623)

回避策 : プラットフォームシェルから showlogs または showboards を実行して、
障害が発生したシステムボードのエラーおよびテスト状態を表示します。

ホスト ID および MAC でのソフトウェアライセン
スの問題 (RFE 4492051)
ホスト ID および MAC アドレスの現在の割り当て方法は、使用中の物理ドメイン 
(A、B など) に基づくため、ホストライセンスを持つソフトウェアは実行できませ
ん。ハードウェア障害によってドメインの変更が必要な場合、ホストライセンスを持
つソフトウェアは起動できません。

回避策 : システムハードウェアを再構成すると、必要なドメインをサポートできるよ
うになる場合があります。ご購入先にお問い合わせください。

1 つの I/O アセンブリの障害によって起動時に障
害が発生する (RFE 4502247)
I/O アセンブリは単独ではテストできません。I/O POST を実行したときに、I/O ア
センブリの障害によってドメインのハードウェアが一時停止され、起動処理全体が停
止されます。これによって、I/O アセンブリの障害を認識することができます。

回避策 : deleteboard を使用して、ドメインから障害の発生した I/O アセンブリの
割り当てを解除します。setkeyswitch on を使用してキースイッチをオンに設定し
て、障害の発生したボードを使用せずに再起動します。deleteboard コマンドの正
しい使用方法については、『Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムコントローラ
コマンドリファレンスマニュアル』を参照してください。
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メインシステムコントローラで日付を変更して 
SC フェイルオーバーを行うと、ドメインの日付
に影響を及ぼす (RFE 4663142)
SNTP サーバーが構成されていない場合に、メイン SC およびスペア SC で異なる日
付が設定されていると、SC フェイルオーバーによってドメインの日付および時刻が
変更されます。

回避策 : 次のいずれかを行います。

� 両方のシステムコントローラで SNTP サーバーを構成して、正しい日付および時
刻を設定します (詳細は、『Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムコントローラ
コマンドリファレンスマニュアル』の setupplatform コマンドの説明を参照)。
ドメインシェルで setdate コマンドを実行するか、 Solaris オペレーティング環
境レベルで rdate(1M) を実行して、ドメインに正しい日付および時刻を設定して
ください。

� 両方のシステムコントローラで setdate コマンドを実行して、正しい日付および
時間を設定します。 

datehost には、時刻サーバーとして使用する遠隔システムを指定します。

schostname:SC> setdate -r datehost


